
　
「
日
野
菜
」は
、
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
を

原
産
と
す
る
カ
ブ
の
一
種
。
5
5
0
年
前
の

室
町
時
代
、
日
野
の
領
主
だ
っ
た
蒲が

も
う生

貞さ
だ

秀ひ
で

公
が
日
野
町
鎌か

い

掛が
け

の
山
中
で
発
見
し
、
漬
物

に
し
て
時
の
後ご

柏か
し
わ

原ば
ら

天
皇
に
献
上
し
た
記
録

が
あ
り
ま
す
。
お
礼
の
和
歌
に
は
「
さ
く
ら

漬
」
と
い
う
文
字
が
あ
り
、
こ
れ
が
日
野
菜

の
漬
物（
酢
漬
）が「
さ
く
ら
漬
」と
呼
ば
れ
る

由
来
で
す
。
天
皇
が
漬
物
の「
名
付
け
親
」と

な
っ
た
日
野
菜
は
、
当
時
の
近
江
日
野
商
人

が
、
行
商
と
と
も
に
タ
ネ
を
全
国
に
広
め
、

全
国
区
の
野
菜
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
野
菜
は
、
可
食
部
が
真
っ
す
ぐ
で
細
長

く
、
下
部
は
白
色
、
上
部
は
鮮
や
か
な
赤
紫

色
を
し
て
お
り
、
独
特
の
辛
み
と
苦
み
が
あ

り
ま
す
。
特
に
、
原
産
の
「
近
江
日
野
産
日

野
菜
」
は
、
交
配
種（
種
苗
会
社
の
種
子
）と

比
べ
て
次
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

❶
白
と
赤
の
色
が
は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
る
。

❷
赤
色
が
濃
い
。
葉
の
軸
が
赤
い
（
赤
じ
く

と
呼
ば
れ
る
）。　
　

❸
日
野
菜
特
有
の
辛
み
と
苦
み
が
強
い
。

❹
生
育
が
遅
い
。

❺
根
長
が
短
く
漬
物
へ
の
加
工
適
性
が
低
い
。

　
日
野
町
に
は
、
１
９
４
0
年（
昭
和
15
年
）

当
時
、
６
ha
も
の
日
野
菜
の「
種た

ね

場ば

」が
あ
り
、

全
国（
遠
く
は
旧
満ま

ん

洲し
ゅ
う

）の
日
野
菜
種
子
生
産

を
一
手
に
担
っ
て
い
ま
し
た
。
１
９
６
0
年

に
は
、
栽
培
面
積
50‌

ha
、
年
間
5
0
0
t
を

京
都
市
場
に
出
荷
す
る
日
野
菜
の
大
産
地
と

な
り
、
出
荷
量
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
種
苗
会
社
か
ら
交
配
種
が
発
売

さ
れ
て
、「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」に
比
べ
生

長
が
早
く
、
そ
ろ
い
も
よ
く
、
漬
物
へ
の
加

工
適
性
も
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
京
都
市
場

は
こ
の
品
種
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、「
近
江
日

野
産
日
野
菜
」
は
徐
々
に
京
都
市
場
か
ら
姿

を
消
し
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
、
２
0
0
８

年
、「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」は
、
栽
培
農
家
13

戸
、
栽
培
面
積
２
ha
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」の
種
子

は
日
野
町
内
の「
深み

山や
ま

口ぐ
ち

日
野
菜
原
種
組
合
」

に
よ
っ
て
種
子
生
産
が
受
け
継
が
れ
、
日
野

町
外
の
種
苗
店
に
も
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」消
滅
の
危
機
が
迫

る
中
、
２
0
0
７
年
度
の
日
野
町
商
工
会
事

業「
日
野
菜
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
よ
っ
て

復
活
の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

↑日野町は滋賀県の南東部に位置し、近江日野商人発
祥の地として知られる。

↑上部は鮮やかな赤紫色、下部は白色、
カブの一種「近江日野産日野菜」。

↑圃
ほ

場の「近江日野産日野菜」。

「
日
野
菜
」と
は

「漬物」消費減退に対し、風土と食文化を付加価値化する
「近江日野産日野菜」のGI保護制度登録事例に見る

滋賀県東近江
農業農村振興事務所
農産普及課

主幹 松井 賢一 
まつ い けん いち

地場伝統野菜による
ビジネス創造の可能性JA

PA
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Shi
ga

Hin
o

　生産者の高齢化と生産量の減少に悩む日本の農業の中で、伝統野菜を付加価値化
し実績を上げている取り組みがある。それが滋賀県蒲生郡日野町の「近江日野産日
野菜」である。地理的表示（ＧＩ）保護制度を活用し、野菜にあらたな価値を加え、
生産量を維持し、さらには後継者を育成しようとしている。東近江の担当主幹松井
賢一氏にＧＩ保護制度登録の意義やメリット、登録のための取り組み方、課題を語
っていただいた。

日野町

大津市
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日
野
町
商
工
会
や
日
野
町
役
場
、
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
近
江
、
滋
賀
県
が
連
携
を
密
に
し
て

「
日
野
菜
調
整
会
議
」
を
設
置
し
、
月
１
回

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
「
近
江
日
野
産
日
野

菜
」
生
産
や
需
要
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
２
0
１

６
年
度
か
ら
は
、
Ｇ
Ｉ（
地
理
的
表
示
）登
録

も
こ
こ
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

20
年
前
、
京
都
市
場
へ
の
日
野
菜
出
荷
量

は
、
三
重
県
や
滋
賀
県
な
ど
か
ら
年
間
２
5

0
t
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、

そ
の
10
分
の
１
の
25
ｔ
ま
で
減
少
し
て
い
ま

す
。
消
費
者
の
漬
物
離
れ
や
コ
ロ
ナ
に
よ
る

影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」
の
漬
物
以
外
の
利

用
法
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
２
0
0
９
年
に
は
、
地
元
び
わ
湖
大
津
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
総
料
理
長
の
提
案
で
日
野
菜

が
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
特

に
、
紅
白
の
色
を
生
か
し
て「
祝
い
の
席
」の

一
品
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
簡

単
に
作
れ
る「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」の
天
ぷ

ら
は
、
日
野
町
の
一
般
家
庭
に
も
普
及
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」を
使
用
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
商
品
も
開
発
さ
れ
ま
し
た
。「
日

野
菜
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
「
日
野
菜

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
が
商
品
化
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
農

産
物
直
売
所「
き
て
か
~
な
」な
ど
で
販
売
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
近
江
は
次
々

と
日
野
菜
の
新
商
品
を
開
発
。
発
売
順
に
、

「
ピ
ク
ル
ス
」「
日
野
菜
き
ざ
み
醤
油
漬
」「
キ
ム

チ
」「
日
野
菜
茶
漬
け
」「
ま
ぜ
て
~
菜（
混
ぜ
ご

飯
の
素
）」「
ふ
り
か
け
」「
日
野
菜
漬
入
り
コ

ロ
ッ
ケ
」
な
ど
は
、
地
元
の
お
土
産
や
学
校

給
食
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
の
事
業
者
な
ど
に
よ
っ
て「
日

野
菜
パ
ン
」や「
日
野
菜
あ
ら
れ
」「
日
野
菜
茶
」

な
ど
が
開
発
さ
れ
、
順
調
に
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保
護
制
度
と
は
、
そ

の
地
域
な
ら
で
は
の
自
然
的
、
人
文
的
、
社

会
的
な
要
因
の
中
で
生
ま
れ
た
品
質
、
社
会

的
評
価
な
ど
の
特
性
を
有
す
る
産
品
を
、
地

域
の
知
的
財
産
と
し
て
保
護
す
る
制
度
で
す
。

農
林
水
産
物
・
食
品
な
ど
の
名
称
で
、
そ
の

名
称
か
ら
当
該
産
品
の
産
地
を
特
定
で
き
、

産
品
の
品
質
な
ど
確
立
し
た
特
性
が
当
該
産

地
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
特
定
で
き
る

名
称
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
世
界
１
0
0
カ
国
以
上
で
導
入
さ
れ
て
お

り
、
日
本
で
も
２
0
１
5
年
に
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
全
国
各
地
１
３
0
を
超

え
る
産
品
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
野
菜
は
、
全
国
に
普
及
し
て
い
る
野
菜

漬
物
離
れ
に
対
応
し
た

「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」の
振
興

↑ＪＡグリーン近江の「近江日野産日野
菜」商品の数々。

←
販売促進用のチラシ。

↑「近江日野産日野菜」のポタージュ。どちらも筆者が調理。

↑「近江日野産日野菜」の天ぷら。一般家庭にも普及している。

Ｇ
Ｉ
と
は

←
GIマークは、「特定農林水産物等の名
称の保護に関する法律（GI法）」によ
り規定されている登録標章(マーク)。
そのデザインは、大きな日輪を背負
った富士山と水面をモチーフに、日
本国旗の日輪の色である赤や伝統・
格式を感じる金色を使用し、日本ら
しさを表現している。

→
「近江日野産日野菜」
のGI登録証。

「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」

Ｇ
Ｉ
登
録
に
向
け
た
検
討
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の
た
め「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」を
い
か
に
差

別
化
す
る
の
か
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

①
日
野
町
内
で
採
種
さ
れ
た
原
種
の
種
子
を

使
用
し
、
そ
の
種
子
は
、
日
野
町
外
へ
の

販
売
な
ど
は
行
わ
な
い
。

問
題
点
：
種
子
販
売
を
限
定
す
る
こ
と
で
、

種
子
を
生
産
す
る
組
合
の
経
営
が
成
り
立

た
な
い
。

②
畝
幅
・
畝
高
・
条
数
・
間
引
き
・
中
耕
な

ど
の
栽
培
方
法
を
限
定
す
る
。

問
題
点
：
栽
培
方
法
の
記
録
や
確
認
が
必

要
と
な
る
。

　
結
果
、
次
の
5
項
目
に
つ
い
て
Ｇ
Ｉ
認
定

を
受
け
る
た
め「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」の
生

産
・
販
売
要
件
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

❶
日
野
町
内
で
生
産
さ
れ
た
原
種
の
種
子
を

使
う
こ
と（
町
外
へ
の
販
売
は
Ｏ
Ｋ
）。

❷
J
A
日
野
菜
生
産
部
会
員
が
日
野
町
内
で

栽
培
す
る
こ
と（
栽
培
方
法
に
限
定
な
し
）。

❸
従
来
の「
種
子
販
売
記
録
」「
生
産
記
録
」「
圃

場
巡
回
」
か
ら
J
A
グ
リ
ー
ン
近
江
が
Ｇ

Ｉ
を
審
査
す
る
。

❹
上
級
品（
秀「
Ａ
Ｌ
」規
格
）の
み
を
Ｇ
Ｉ
登

録
商
品
と
し
て
出
荷
す
る
。

❺「
日
野
菜
漬（
切
漬
）」な
ど
加
工
品
は
、
Ｊ

Ａ
グ
リ
ー
ン
近
江
で
加
工
し
た
も
の
と
漬

物
業
者
な
ど
が「
G
I
日
野
菜
」を
使
用
し

た
も
の
に
限
定
す
る
。

　
単
に
そ
の
野
菜
が
、「
お
い
し
い
」「
甘
い
」

と
い
っ
た
だ
け
で
は
、
Ｇ
Ｉ
登
録
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
特
性
を
確
認
す
る
た
め
の
エ
ビ

デ
ン
ス
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
当
初
、「
近
江

日
野
産
日
野
菜
」
と
交
配
種
の「
食
味
値
」や

「
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
色
素
」を
分
析
比
較
し
ま

し
た
が
、
差
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」の
大
き
な

特
徴
で
あ
る
日
野
菜
の
赤
色
が
濃
く
、
無
添

加
・
着
色
料
な
し
で
漬
物
が
さ
く
ら
色
に
染

ま
る
こ
と
に
着
目
し
ま
し
た
。
交
配
種
は
、

生
長
が
早
い
が
色
が
薄
い
た
め
、
き
れ
い
な

さ
く
ら
色
に
す
る
に
は
人
工
の
着
色
料
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
寒
く
な
り
、
日
野
菜
の
赤
色
が
濃
く
な
る

12
月
。「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」と
県
内
の
交

配
種
計
5
種
の
日
野
菜
と
そ
の
さ
く
ら
漬
の

着
色
を
滋
賀
県
農
業
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
の

比
色
計
で
計
測
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
明

確
な
差
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
、
さ
く
ら

漬
の
着
色
に
大
き
く
関
わ
る
こ
の
数
値
は
、

Ｇ
Ｉ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
0
２
２
年
10
月
21
日
に
Ｇ
Ｉ
登
録
さ
れ

た
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
の
マ
ス
コ
ミ

報
道
は
、
63
回
を
数
え
ま
す
。
特
に
、
N
H

K
関
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
放
映
後
は
、
京
都

の
大
手
漬
物
会
社
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ

り
ま
し
た
。

　
２
0
２
２
年
の
Ｇ
Ｉ
制
度
改
正
で
、
さ
く

ら
漬
な
ど
の
加
工
品
に
も
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
を
表

示
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
グ
リ

ー
ン
近
江
の
農
産
物
直
売
所
の
日
野
菜
商
品

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中

の「
日
野
菜
漬（
切
漬
）」な
ど
の
売
り
上
げ
が

前
年
の
約
３
倍
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
0
0
８
年
に
比
べ
日
野
菜
栽
培

面
積
は
４
・
３
倍
の
８
・
６
ha
、
日
野
菜
農

家
数
も
４
・
６
倍
の
60
戸
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
２
0
２
２
年
11
月
に
は
、
十
数

年
ぶ
り
に
京
都
市
場
に
「
近
江
日
野
産
日
野

菜
」を
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

Ｇ
Ｉ
登
録
の
効
果

Ｇ
Ｉ
登
録
に
む
け
た

エ
ビ
デ
ン
ス︵
科
学
的
根
拠
︶の

検
討

↑JA農産物直売所「きてか～な」には「近江
日野産日野菜」商品のコーナーがある。

出典：２点ともに農林水産省「地理的表示制度について」2023年７月版より

↑GIマークをつけた
「日野菜漬（切漬）」。

■GI保護制度の大枠と登録状況
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の
後
、
京
都
の
漬
物
会
社
か
ら
京
都
市
場
で
、

「
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
の
あ
る
日
野
菜
を
見
か
け
て

購
入
し
た
。
品
質
も
よ
か
っ
た
の
で
引
き
続

き
購
入
し
た
い
」
と
い
う
お
客
さ
ん
の
声
が

あ
っ
た
と
聞
き
、
今
後
の
展
開
が
期
待
で
き

ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
登
録
さ
れ
た
野
菜
は
30
品
目
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
13
品
目
は
、
伝
統
野
菜
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
伝
統
野
菜
は
、

地
元
で
種
取
り
さ
れ
て
お
り
、
門
外
不
出
の

も
の
も
多
く
、
品
種
と
し
て
差
別
化
で
き
ま

す
。
残
る
17
品
目
は
、
交
配
種
を
使
っ
て
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
鳥
取
砂
丘
ら
っ
き
ょ
う
」は
、
市

販
の「
ラ
ク
ダ
種
」を
使
用
し
て
栽
培
地
を
砂

丘
畑
に
限
定
。

　
「
津
南
の
雪
下
ニ
ン
ジ
ン
」は
、
市
販
品
種

を
、
積
雪
３
ｍ
の
豪
雪
地
帯
、
雪
の
下
で
甘

み
や
う
ま
み
成
分
を
増
加
さ
せ
る
。

　
「
善
通
寺
産
四
角
ス
イ
カ
」は
、
型
に
は
め

て
正
方
形
の
ス
イ
カ
に
仕
上
げ
る
。

　
「
八
代
生
姜
」は
、
大
シ
ョ
ウ
ガ
の
品
種
を

使
っ
て
、
疎
植
栽
培
や
貯
蔵
方
法
で
差
別
化
。

　
「
大
山
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
」は
、
疎
植
・
高
冷

地
栽
培
、
輸
送
方
法
な
ど
で
差
別
化
。

　
こ
の
よ
う
に
、
交
配
種
が
Ｇ
Ｉ
に
登
録
さ

れ
て
い
る
例
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
必
須
で
あ
る
産
品
の
特
性
を
示
す
エ
ビ
デ

ン
ス
で
、
壁
に
突
き
当
た
る
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、
栽
培

方
法（
水
分
を
抑
え
糖
度
を
上
げ
る
な
ど
）や

土
質（
砂
地
・
ク
ロ
ボ
ク
な
ど
）、
気
象
条
件

で
、
品
質
が
変
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
差
が
出

や
す
い
時
期
に
そ
の
項
目
を
分
析
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
２
0
２
２
年
11
月
の
改
正
で
、
Ｇ

Ｉ
審
査
基
準
の
見
直
し
が
次
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
地
域
の
歴
史
や
食
文

化
と
の
つ
な
が
り
に
着
目
す
る
こ
と
も
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　
地
域
と
結
び
付
い
た
そ
の
産
品
独
自

の
多
彩
な
特
性
を
実
質
的
に
評
価
す
る

審
査
と
な
っ
た
。

　「
差
別
化
さ
れ
た
品
質
が
な
く
と
も
、

地
域
に
お
け
る
自
然
的
・
人
文
的
・
社

会
的
な
要
因
・
環
境
の
中
で
育
ま
れ
て

き
た
品
質
、
製
法
、
評
判
、
も
の
が
た

り
等
の
そ
の
産
品
独
自
の
多
彩
な
特
性

を
評
価
す
る
審
査
を
推
進
」
す
る
よ
う

運
用
見
直
し
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
土
壌
や
気
候
等
以
外
で
も
生
産
の
歴

史
、
特
別
な
製
法
、
郷
土
料
理
と
し
て

定
着
な
ど
の
観
点
か
ら
も
登
録
を
目
指

せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

（
地
理
的
表
示
保
護
制
度
の
運
用
の
見
直
し（
概
要
）農
林

水
産
省 

輸
出
・
国
際
局
資
料
よ
り
）

　
あ
き
ら
め
な
い
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か

ら
検
討
す
れ
ば
き
っ
と「
糸
口
」が
見
え
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　
従
来
、「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」は
漬
物
専

用
野
菜
と
し
て
流
通
し
て
い
ま
し
た
が
、
漬

物
需
要
の
減
退
に
対
応
し
、
漬
物
以
外
の
商

品
や
新
た
な
調
理
法
の
開
発
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
に
Ｇ
Ｉ
登
録
が
起
爆
剤
と
な

り
、
販
売
促
進
や
農
家
・
栽
培
面
積
の
拡
大

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
が
、
全
国
に
あ
る
「
地
場

伝
統
野
菜
」
復
興
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
思

い
こ
の
原
稿
を
執
筆
し
ま
し
た
。

交
配
種
の
野
菜
で

Ｇ
Ｉ
登
録
で
き
る
の
か

地
場
伝
統
野
菜
を

復
興
す
る
に
は

出典：2022/11/1農林水産省 輸出・国際局資料より
↑2022年10月、登録を記念して（農林水産省：藤木眞也政務

官室にて）。

↑京都市場へGIマークを付けた「近江日野産日野菜」を初出荷。

■地理的表示保護制度の運用の見直し（概要）
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